
2005年出上の木簡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

刀
生6  5

へ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う

奈
早

平
城

京
跡

⑪

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

奈
良
市
三
条
添
川
町
、
二

・
三
　
同
大
宮
町
四
丁
目

二
〇
〇
四
年

（平
１６
）

一
〇
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月
、

一　
二
〇
〇
五
年
四
月
～
七
月
、
三
　
一
一〇
〇
五
年

一
一

月
～

〓

一月

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

一　
宮
長
秀
和
、
二
　
宮
長
秀
和

。
近
江
俊
秀
、

〓
一　
岡
林
孝
作

。
安
永
周
平

都
城
跡

一　

人
世
紀
～

一
〇
世
紀
、
二

・
三
　
人
世
紀
～
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
が
平
城
京
跡
で
行
な
っ
た
発

掘
調
査
の
う
ち
、
二
〇
〇
四

・

〇
五
年
度
に
木
簡
が
出
土
し
た

働

調
査
は
三
件
あ
り
、
こ
こ
で
は

奈

そ
れ
ら
を

一
括
し
て
報
告
す
る

こ
と
と
す
る
。

一　
左
京
四
条
三
坊
九
坪

谷東
堀
河
）

調
査
地
は
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
西
へ
一
血
の
主
要
地
方
道
奈
良
生
駒
線

（通
称

三
条
通
り
）
沿
い
で
、
左
京
四
条
三
坊
九
坪
の
三
条
大
路
に
面
す
る
北
辺
部
の

中
央
に
相
当
す
る
。
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
連
続
立
体
街
路
事
業
に
伴
い
一
〇
八
人
ポ
を

発
掘
調
査
し
た
。
主
な
検
出
遺
構
は
、
東
堀
河

・
掘
立
柱
建
物

・
掘
立
柱
塀

・

滞

・
土
坑

・
ピ

ッ
ト

・
落
ち
込
み
状
遺
構

・
井
戸
で
あ
る
。

東
堀
河
Ｓ
Ｄ
〇
四
は
、
調
査
区
西
側
中
央
で
検
出
し
た
、
幅
九

・
五
～

一

〇

。
一
ｍ
深
さ
〇

・
九
～

一
。
一
二
ｍ
の
南
北
溝
で
あ
る
。
断
面
は
浅
い
逆
台

形
で
、
埋
土
は
上

。
中

・
下
の
三
層
に
大
別
さ
れ
る
。
下
層
は
礫
を
含
む
砂
層

で
、
人
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
前
半
頃
ま
で
の
堆
積
で
あ
る
。
東
西
両
岸
で
護
岸

の
杭
列
や
堰
板
を
確
認
し
た
ほ
か
、
川
底
北
半
で
は
下
層
堆
積
以
前
の
浚
渫
痕

跡
と
み
ら
れ
る
溝
状
の
掘
り
込
み
を
検
出
し
た
。
中
層
は
泥
質
の
細
砂
と
粘
質

上
で
、
九
世
紀
後
半
頃
の
堆
積
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
層
は
粘
質
土
で
、

一
〇
世
紀
前
葉
頃
と
み
ら
れ
る
東
堀
河
最
終
埋
没
時
の
堆
積
で
あ
り
、
さ
ら
に

上
面
は
整
地
さ
れ
て
、
井
戸
が
掘
削
さ
れ
て
い
る
。
長
岡
京
遷
都
に
伴
い
東
市

の
官
営
市
場
と
し
て
の
性
格
が
失
わ
れ
、
東
市

へ
通
じ
る
逗
河
と
し
て
の
機
能

が
衰
退
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
東
堀
河
は
徐
々
に
埋
没
し
て
い
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

東
堀
河
の
東
西
両
側
に
は
宅
地
が
あ
り
、
東
側
の
宅
地
で
は
掘
立
柱
建
物
二

棟
と
掘
立
柱
塀

一
条
を
、
ま
た
西
側
の
宅
地
で
は
掘
立
柱
塀
三
条
を
検
出
し
た

が
、
東
堀
河
と
両
側
宅
地
と
の
間
に
は
幅
三
ｍ
の
空
閑
地
が
存
在
し
、
東
堀
河



の
両
岸
の
小
路
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
は
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
土
器
、
瓦

・
埠
、
木
製
品
、
金
属
製

品

・
銭
貨

（和
同
開
弥
・
神
功
開
宝
）、
木
簡
な
ど
で
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ

一
一

〇
箱
分
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、
祭
祀
遺
物
と
し
て
人
面
墨
書
土
器

・
小
型
模
造
土

器

・
土
馬

。
木
製
人
形

。
斎
串

・
銅
製
人
形
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は

東
堀
河
の
下
層
か
ら

一
九
点
が
出
土
し
た
。
こ
の
ほ
か
に

「神
明
一膏
」
「四
合

四
夕
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
た
墨
書
土
器
四
〇
点
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
遺
構
検
出
面
下
層
の
自
然
河
道
内
か
ら
、
全
長
四

・
四
ｍ
以
上
直
径

Ｏ

・
三
ｍ
の
人
為
的
な
切
り
込
み
の
施
さ
れ
た
加
工
木
が
出
土
し
て
い
る
。
共

伴
し
た
ト
チ
ノ
キ
果
実
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
の
結
果
、
縄
文
時
代
後
期
中

葉
の
年
代
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。
加
工
木
と
そ
の
周
辺
は
、
廃
材
を
利
用
し
た

晒
し
場
あ
る
い
は
桟
橋
状
遺
構
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
左
一昼
二
条
三
坊
五
坪

（三
条
大
路
北
側
溝
）

調
査
地
は
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
西
へ
一
臨
の
三
条
通
り
沿
い
で
、
左
京
三
条
三

坊
五
坪
の
南
東
隅
前
面
の
三
条
大
路
に
相
当
す
る
。
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
連
続
立
体
街

路
事
業
に
伴
い
五
五
五
ポ
を
発
掘
調
査
し
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
三
条
大
路

路
面
及
び
北
側
溝
、
溝
四
条
、
ピ
ッ
ト

一
基
な
ど
で
あ
る
。

三
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
は
、
五
二

・
二
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
西
流
す
る

素
掘
り
の
溝
で
、
幅
約
三
ｍ
深
さ
○

・
七
五
ｍ
を
測
る
。
断
面
は
皿
状
を
呈
し
、

埋
土
は
上

・
中

・
下
の
三
層
に
大
別
さ
れ
る
。
下
層
は
責
灰
色
砂
層
で
遺
物
の

量
は
少
な
い
。
中
層
は
砂
混
じ
り
の
責
灰
色
な
い
し
灰
色
粘
土
で
、
遺
物
量
は

多
く
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
が
投
棄
さ
れ
た
ま
ま
で
浚
渫
が
行
な
わ
れ
な
く
な

っ
た
段
階
の
堆
積
で
あ
る
。
上
層
は
埋
没
後
の
北
側
溝
に
再
掘
削
さ
れ
た
溝
の

埋
め
戻
し
土
で
あ
る
。
出
土
土
器
の
年
代
観
か
ら
、
下
層
は
人
世
紀
中
頃
か
ら

後
半
ま
で
、
中
層
は
人
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
は
土
器
、
瓦

（型
式

が
限
定
さ
れ
、
三
条
大
路
築
地
塀
所
用
瓦
と
考
え
ら
れ
る
）、
木
製
品

（祭
祀
具
・
服

飾
具
・
食
器
・
食
膳
具
・
容
器
・
紡
織
具
・
農
具
）、
金
属
製
品

（刀
子
・
藝

・
鉄

釘
・
銅
製
人
形
）、
銭
貨

（和
同
開
弥
）
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
中

。
下
層

か
ら
合
計
二
五
点
が
出
土
し
た
。
墨
書
土
器
も
三
三
点
が
出
土
し
て
い
る
。

〓
一　
左
一昼
二
条
三
坊
十
二
坪

（三
条
大
路
北
側
溝
）

調
査
地
は
三
条
通
り
の
北
側
に
隣
接
し
、
平
城
京
条
坊
復
元
で
は
左
京
三
条

三
坊
十
二
坪
に
あ
た
る
。
当
研
究
所
が
過
去
に
実
施
し
た
周
辺
の
発
掘
調
査
で

は
、　
一
九
九
〇
年
度
に
今
回
の
調
査
地
の
東
隣
で

（本
誌
第

〓
二
号
）、
ま
た
二

〇
〇
五
年
度
上
半
期
に
調
査
地
西
隣
で

答本
稿
一
０
三
条
大
路
北
側
溝
と
思
わ

れ
る
溝
を
検
出
し
て
い
る
。
今
回
も
同
様
に
三
条
大
路
北
側
溝
の
存
在
が
予
想

さ
れ
る
と
と
も
に
、
調
査
地
西
端
で
、
東
三
坊
坊
間
路
東
側
溝
の
検
出
が
期
待

さ
れ
た
。
調
査
面
積
は
約
二
五
〇
♂
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
三
条
の
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
・
〇
二

・
〇
三
と
、
三
条
大
路

・

東
三
坊
坊
間
路
の
路
面
に
相
当
す
る
三
カ
所
の
平
坦
面
で
あ
る
。
調
査
地
北
部

の
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
は
、
幅
約
二

・
一
～
二

。
三
ｍ
深
さ
○

・
六
ｍ
の
東
西
溝
で
、

Ｓ
Ｄ
〇
二

。
Ｓ
Ｄ
〇
三
と

一
部
重
複
し
、
時
期
は
最
も
新
し
く
平
安
時
代
前
期

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
は
、
奈
良
時
代
の
三
条
大
路
北
側
溝
と
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考
え
ら
れ
る
東
西
溝
で
、
約
二
二
ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出
し
た
。
幅
約
二

・
三
ｍ

深
さ
約

一
・
二
ｍ
を
基
本
と
す
る
が
、
西
半
分
で
は
最
大
で
三

・
七
ｍ
南

へ
浅

く
広
が
る
部
分
が
あ
る
。
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三
は
、
調
査
地
北
西
隅
の
拡
張
区
に
お
い

て
検
出
し
た
南
北
方
向
の
溝
で
、
幅
約
○

・
九

ｍ
深
さ
約
○

・
七
ｍ
を
測
る
。

条
坊
復
元
上
の
位
置
や
三
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇
二
と
同
時
に
埋
没
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
東
三
坊
坊
間
路
東
側
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

各
遺
構
か
ら

一
定
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
が
、
特
に
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
か
ら
は
木

木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
四
条
三
坊
九
坪

（東
堀
河
）

簡

・
人
形

・
斎
串

。
補

・
曲
物
底
板

・
板
材

。
加
工
痕
跡
の
あ
る
材

・
燃
え
さ

し

・
用
途
不
明
木
製
品
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
木
簡
は

一
〇
点
あ
り
、

う
ち
二
点
が
釈
読
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
須
恵
器

・
土
師
器

・
軒
瓦

・

輝

・
金
属
製
品
な
ど
が
出
上
し
た
。
土
器
の
中
に
は
、
「黒
女
」
「器
」
と
書
か

れ
た
墨
書
土
器
や
、
筆
先
を
整
え
た
と
み
ら
れ
る
墨
痕
を
残
す
土
器
が
含
ま
れ

て
い
た
。

（
⇔
卜
∞
）
×

卜
〇
×

Φ
　

ｏ
∞
Ｐ
＊

ω
　

往
来
諸
人
等

黒
毛
牛
捉
事

峠
群
硲

，ｔ・日∬
怪
蛹
触
脚
軽
騨
申
細
酷
産
漑
競
舗
令
知

延
暦
エハ
年
十

一
月
八
日

日Ｈ
ＩＩ
国
到
多

□
食
損

因

②
　
。
「田
村
殿
解

〔
暦
力
〕

。
「前
寅
□
□
料
□

〔侯
力
〕

①

Ｌ
紹

受
役
夫
病
希

望

晒

酬
重

名
□
□
四
斗

一
升
二
合
中

四
半
中

国
□
□
斗
□
□
二
合
中
　
　
　
　
都
合

含

ｏ
じ

×

含

じ

×
∞
　
ｏ
∞
μ
＊

□
□
□
日
――
□

日

Ц

」

一
斜
九
斗
八
升
　
」

］
『
∞
×
∞
∞
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

④
　
。
「食
口

名
鯛
万
呂

一
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰＯ
Ｘ
じ

涯

ｏ餡

働

　

「横
女
八
合
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ叉
Ｏ
Ｘ
ω
寓
Ｐ

⑤

　

「
四
条
二
坊
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

る
啜
卜
ｏ８

ω
は
告
知
札
で
、
上
下
両
端
が
折
損
し
て
い
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
全
文
が
残

存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「往
来
の
人
々

（に
告
知
す
る
）。
黒
毛
の
牛
を



捕
捉
し
た
こ
と
に
つ
い
て
。
こ
の
牛
は
今
月
三
日
に
捉
え
た
。
特
徴
は
左
右
の

耳
の
下
に

「群
」
が
二
つ
あ
り
、
足
の
色
は
白
。
日
ロ
ヘ
や
っ
て
来
て
ひ
ど
く

□
食
い
荒
ら
し
て
い
た
。
是
ゆ
え
に
こ
の
牛
を
捉
え
た
。
こ
の
こ
と
を
知
り
、

も
し
も
飼
い
主
が
い
る
な
ら
ば
、
問
所
ま
で
来
る
よ
う
に
。
以
上
、
告
知
す
る
。

延
暦
六
年
十

一
月
八
日
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
廷
暦
六
年
は
七
八
七
年
で
長

岡
遷
都
の
三
年
後
に
あ
た
る
。
厩
牧
令
関
遺
物
条
に
は
、
関
遺
物
は
五
日
以
内

に
所
司
に
申
す
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
牛
の
捕
獲
は
十

一
月
三
日
、
告
知

札
作
成
日
は
十

一
月
八
日
で
あ
る
か
ら
、
令
の
規
定
に
適

っ
て
い
る
。
こ
の
告

知
札
で
は
飼
い
主
に

「問
所
」

へ
出
頭
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
「問
」
の

次
の
文
字
は

「可
」
に
も
み
え
る
が
、
最
後
が

「ケ
」
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
た
め
、
「所
」
と
釈
読
し
た
。
問
所
と
は

「牛
の
飼
い
主
を
尋
ね
て
い
る
者

の
と
こ
ろ
」
と
い
う
意
味
か
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
届
出
や
問
い
合
わ
せ
な
ど

を
取
り
扱
う

「問
所
」
な
る
組
織
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
は
文
書
木
簡
の
上
端
部
。
木
簡
の
年
代
は
不
明
だ
が
、
「
田
村
殿
」
は
藤

原
仲
麻
呂
の
田
村
第
を
意
味
す
る
か
。
天
平
宝
字
四
年

（七
六
〇
）
七
月
二
十

五
日
付
の
九
部
足
人
解
に
も
米
の
進
上
先
と
し
て

「田
村
殿
」
が
見
え

（『大

日
本
古
文
書
』
一
四
、
一三
ハ
○
買
）、
こ
れ
も
藤
原
仲
麻
呂
の
田
村
第
を
指
し
た
も

の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
田
村
第
推
定
地
は
調
査
地
西
側
の
左
京
四
条
二
坊
東
半

部
に
あ
た
る

（岸
俊
男

「藤
原
仲
麻
呂
の
田
村
第
」
翁
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
塙
書

房
、
一
九
エハ
エハ年
》
。
出
土
地
点
は
推
定
地
か
ら
東

へ
二
町
分
離
れ
て
お
り
若

干
の
問
題
は
残
る
が
、
こ
の
木
簡
は
田
村
第
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

①
は
短
冊
型
の
木
簡
で
、
左
辺
の
上
部
三
分
の
二
が
欠
損
す
る
。
上
下
両
端

及
び
左
右
両
辺
は
削
り

〔
調
腱
丸
て
い
る
。
内
容
は
役
夫
に
対
す
る
酒
の
支
給
記

録
で
あ
る
。
表
面
の

「君
□
部
」
に
関
し
て
は
、
天
平
勝
宝
九
歳

（七
五
七
）

三
月
に
君
子
部
か
ら
吉
美
侯
部

へ
と
改
め
る
勅
が
出
さ
れ
て
お
り

（『続
日
本

紀
』
天
平
宝
字
元
年
三
月
乙
亥
条
）、
木
簡
に
は
両
方
の
表
現
が
混
在
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
恐
ら
く
改
姓
後
ま
も
な
い
時
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
異
筆
部

分
は
文
字
が
削
ら
れ
て
い
る
が
、
文
字
は
大
き
く
墨
色
も
明
瞭
で
あ
る
。

ω
働
は
人
名
と
物
品
の
数
量
を
記
し
た
も
の
。
い
は
短
冊
型
の
木
街
の
中
央

部
分
に
人
名

。
数
量
を
記
す
の
み
で
、
そ
の
前
後
に
文
字
は
記
さ
れ
な
い
。
①

は
食
料
支
給
記
録
木
簡
の
断
片
。
０
は
条
坊
を
記
す
。
調
査
地
は
左
京
四
条
三

坊
九
坪
で
あ
り
、
木
簡
の
記
載
よ
り

一
坊
分
東
側
で
あ
る
。
四
条
二
坊
は
東
半

分
が
田
村
第
推
定
地
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
②
の

「田
村
殿
」
と
併
せ
て
考
え

て
藤
原
仲
麻
呂
邸
と
の
何
ら
か
の
繋
が
り
も
想
定
で
き
よ
う
。

左
京
三
条
三
坊
五
坪

（三
条
大
路
北
側
溝
）

〔省
家
己

「□
□
□
符
到
奉
行
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸『受

ｓ
溢

ｏ〓

名

尾
張
国
愛
智
郡
草

マ
郷
日
置
里
戸
主
」

名
日
□
　
□
回
日
章
　
軍
Ｙ
□
　
立
口

尾
張
国
愛
智
郡
草
日
下
日
日
日
□
　
」

］
∞
∞
×

∞
⇔
×

ｏ
　

ｏ
解
μ
＊



2005年出上の木簡

①

　

越
前
国
坂
井
…
〔剛
酔
□
‐
ヵ
′ビ

　

　

　

　

　

（∞平

卜ｏて

（骸

益

儲
Ｐ
　

　

　

　

①

　

十

二
日
二
升
三
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ解

〔春
力
〕

④

　

「
＜
深
渕
郷
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
遜
受
ω
寓
潔
　
　
　
　
⑪
　
　
＜
□
国
人
秦
秋
山
口
国
　
　
　
　
　
　
　
　
（μこ
溢
叉
や
寓
Φ

〔
郡
力
〕

⑬

　

「
＜

□

□

□

日

日

― 十

日

□

」
　

　

　

　

　

　

Ｐ
∞
契

（
こ

番

ｏ
駕

　

　

　

　

⑩

　

八

日

□

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
こ

Ｘ

こ

≦

ｏ
驚

〔大
力
〕

⑥

　

「
＜
ロ

マ
郷
米

一
俵

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ粟

鶴
溢

ｏ駕
　

　

　

　

①

　

大

不
□
韓

　
□
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｐこ

Ｘ
こ

溢

ｏ
鐵

〔色
夫
力
〕

０

　

「十
三
日
　
エハ
人
マ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

溢
反
∞
ｏぢ

⑫

　

□
綱
下
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３

Ｘ
じ
登

ｏ解

⑬
　
・
□
是
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
　
　
　
　
為
為
日
日
―十
日
回
口
　
　
　
　
□
□

（人
物
絵
）
轟
　
万
　
　
　
　
　
　
　
　
為

（絵
力
）
用
　
用
　
衣

□
□
　
　
　
　
五
　
　
（顔
ノ
絵
）
万

（絵
力
）

為

為
　
　
為
　
　
　
□
　
□
」

〔是
力
〕

・
□
執
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
□
著
□

（絵
力
）
子
多

（横
線
）
日
回

（絵
）
（馬
ノ
絵
）
（人
物
絵
）
著
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
□

入
日
――
□

轟

衣

衣

長

　

　

　

　

　

□

鳥

　

　

　

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
ω
卜
囀
Ｘ

卜
睫

的

自

Φ

〔為
力
〕

木
簡
は
二
五
点
出
土
し
た
が
、
こ
こ
で
は
一
文
字
以
上
釈
読
で
き
た
一
三
点
　
　
　
　
古
屋
市
中
区
橘
に
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。
①
は
細
片
で
接
続
し
な
い
が
同

一

を
紹
介
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
体
で
、
越
前
国
坂
井
郡
か
ら
の
贄
の
荷
札
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
い
は
下
端
が

ω
は
上
端
左
側
が
折
損
し
て
い
る
。
文
書
木
簡

（太
政
官
符
か
）
の
末
尾
部
　
　
　
　
折
損
し
、
裏
面
は
未
調
整
で
あ
る
。
「深
測
郷
」
は

『和
名
抄
』
の
土
佐
国
香

分
で
あ
る
が
、
裏
面
に
墨
書
は
な
い
。
②
は
短
冊
型
の
木
簡
で
、
下
端
の
一
部
　
　
　
　
美
郡
深
測
郷
に
該
当
す
る
。
働
は
荷
札
木
簡
の
右
半
の
み
が
残
存
す
る
。
０
は

が
欠
損
す
る
。
表
裏
と
も
同
筆
で
ほ
ぼ
同
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
地
逆
の
　
　
　
　
片
面
だ
け
に
墨
書
が
あ
る
。
０
は
上
端
は
方
頭
で
下
端
は
折
損
す
る
。
⑩
は
左

重
ね
書
き
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
習
書
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
郷
里
制
下
の
本
簡
で
　
　
　
　
辺
と
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
る
。
⑬
は
大
型
の
木
簡
で
上
端
部
は
折
損
す
る
。

あ
り
、
「尾
張
国
愛
智
郡
草
マ
郷
」
は

『和
名
抄
』
の
尾
張
国
愛
知
郡
日
部
郷
　
　
　
　
両
面
に
習
書
と
人
物
画
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
②
０
０
⑪
は
下
層
か
ら
、

に
該
当
す
る
。
「日
置
里
」
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
式
内
社
日
置
神
社
が
名
　
　
　
　
そ
れ
以
外
は
中
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
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2005年 出上の木簡

左
一昼
二
条
三
坊
十
二
坪

（三
条
大
路
北
側
溝
）

。
□
得
麻
呂
年
十
九
　
　
　
　
　
藤
原
家

・
　

　

　

　

ｌ

ｌ

　
　
　
　
　
（μ∞
∞
）
×
（じ
×
φ

ｏ
∞
牌

〔
阿
波
力
〕

「□
□
国
板
野
郡
少
嶋
郷
白
米
五
斗
」

］
ｏ
］
×

Ｆ
①
×

∞
　

ｏ
Ｐ
μ

ω
は
上
下
両
端
が
折
れ
、
左
右
両
辺
は
割
れ
て
い
る
。
裏
面
上
端
の
斜
め
の

切
断
痕
跡
は
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
。
表
面
に
は
人
名
と
年
齢
が
記
さ
れ
て
お

り
、
考
課
木
簡
の
一
部
で
あ
ろ
う
か
。
下
端
に
は

「藤
原
家
」
と
あ
る
の
で
、

藤
原
某
家
に
仕
え
た
資
人
な
ど
に
関
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
調
査
地
の
南

西
に
は
藤
原
仲
麻
呂
邸

「田
村
第
」
推
定
地
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
に
関
わ
る

木
簡
で
あ
ろ
う
か
。
裏
面
の
最
初
の
部
分
は

「八
年
」
と
も
読
め
そ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
下
に
日
数
な
ど
の
記
載
は
続
か
な
い
よ
う
で
あ
り
、
文
字
の
一
部
分

し
か
残
ら
な
い
た
め
に
釈
読
で
き
な
い
。

図
は
短
冊
型
に
近
い
形
状
を
し
た
白
米
の
荷
札
で
、
上
端
左
側
と
下
端
右
隅

を
欠
く
。
「板
野
郡
少
嶋
郷
」
は

『和
名
抄
』
の
阿
波
国
板
野
郡
小
嶋
郷
に
該

当
す
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

『奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
　
一
一〇
〇
五
年
度

（第
一
分
冊
産

（二
〇
〇
六
年
）
⌒陸林．推作
。．知漕周．和、　一宮賑功和ガ三鶴出和請
．９）

『平
城
京
木
簡
三
十
二
条
大
路
木
簡

一
―
』

（奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
第
七
五
冊
）
の
刊
行

平
城
京
跡
出
土
木
簡
の
報
告
書
の
三
冊
目
が
刊
行
さ
れ
た
。
長
屋
王
家

木
簡
を
対
象
と
し
た

『平
城
京
木
簡

一
』
『同
二
』
に
対
し
、
今
回
刊
行

の

『同
三
』
は
二
条
大
路
木
簡
の
最
初
の
報
告
書
と
な
る
。

一
九
八
人

・
八
九
年
に
出
土
し
た
二
条
大
路
木
簡
は
、
二
条
大
路
北
側

の
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇

（五
七
ｍ
を
完
掘
）
・
五
三

一
〇

（東
端
五
ｍ
の
み
発

掘
）
、
南
側
の
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇

（
一
二
〇
ｍ
を
完
掘
）
の
三
条
の
溝
状
土

坑
の
遺
物
で
あ
る
。
今
回
は
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
の
西
端
六
ｍ
分
と
Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
、
及
び
こ
れ
ら
と
平
行
す
る
二
条
大
路
北
側
溝
の
木
簡
計

一
三

一
七

点
を
収
録
す
る
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
西
端
は
、
「中
宮
職
移
兵
部
省
卿
宅
政
所
」
の
木
簡
を

は
じ
め
、
藤
原
麻
呂
の
家
政
機
関
と
関
わ
る
内
容
の
も
の
が
集
中
し
て
見

つ
か
っ
た
部
分
で
、
そ
れ
ら
は
左
京
二
条
二
坊
五
坪
を
藤
原
麻
呂
邸
と
推

定
す
る
根
拠
と
も
な
っ
た
。
市
販
は
左
記
の
通
り
。

図
版
Ｂ
４
判

一
七
五
頁
、
カ
ラ
ー
ロ
絵

一
丁
、
本
文
Ａ
５
判
三
八
六
頁

セ
ッ
ト
価
　
一
一七
三
〇
〇
円

（税
込
み
）

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年

一
一
月
刊
行


